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カリフォルニア州、ホエールウォッチ・シーズン到来！ 

～州全土で、クジラ回遊を祝う記念イベントを開催～ 

 
 
 
カリフォルニア州の西海岸一帯は、毎年冬から春にかけてホエールウォッチングのベスト･シーズンを

迎えます。最も多く観察されるコククジラは、体長 14 メートル、体重 45 トンもの大きさで、回遊頭数

は 2 万頭を超えます。クジラたちは極寒のベーリング海やアラスカ北部のチュクチ海からカリフォルニ

ア沿岸を南下してカリフォルニア半島の温暖な海を目指します。カリフォルニアの温暖な海で体重 680
キロほどの子クジラを出産した後、春にはアラスカへの帰途につきます。クジラは時速 5～8 キロで毎

日 110～130 キロを航行します。その往復移動距離は約 2 万 2500 キロで、哺乳動物の回遊距離としては

最長です。 
 
カリフォルニア州では、多くのクジラたちが温暖な海水を求めて南下する姿を観賞できるだけではなく、

クジラの回遊を記念したさまざまなイベントが、州西海岸で実施されます。本年度のクジラ回遊記念イ

ベントの最新情報については以下をご参照下さい。 
 
 
メンドシノコースト・ホエールフェスティバル 
メンドシノでは無料トローリーが運航され、チャウダー（スープ）の試食会や、ホエールウォッチング散策

など、観光客も手軽に楽しめます。地域のワイナリーが自慢のヴィンテージワインを町の小売店、公共施設、

宿泊施設などに持ち込み、試飲会を行います。3 月 1～2 日開催。 
 
 
フォートブラッグ・ホエールフェスティバル 
地ビールメーカーが歴史的建造物のイーグルズホールで試飲会を開き、ポイントカブリロ・ライトハウス（岬

の灯台）では、クジラの回遊や生態を分かりやすく解説するイベントを予定しています。3 月 15～16 日開催。 
 
 
第 37 回ダナポイントフェスティバル・オブ・ホェールズ 
オレンジ郡地域の回遊クジラ観察スポットとしては 60 メートルの断崖の上から展望するダナポイント（岬）

があります。ダナポイント港から出る遊覧船を利用すれば、至近距離でクジラを観察できる可能性が更に大

きくなります。世界中から毎年 10 万人以上が訪れる恒例の大イベントで、3 月 1、2、8、9 日に開催。ニュ

ーポートビーチのニューポートハーバーからも、3 月下旬までの毎日、ホエールウォッチングの為の遊覧船

が運航されています。運がよければ、アザラシやアシカにも会えるでしょう。 
 



                                   
 
 
 
 
 
 
 
第 12 回セレブレーション・オブ・ホエールズフェスティバル 
セントラル･コーストのオクスナードを拠点に、アイランドパッカーズ社とチャンネルアイランズ・スポート

フィッシング社がサンタバーバラ海峡を抜けて回遊するクジラを観賞する遊覧船を毎日運航しています。ク

ジラ以外にもこの地域に棲息するイルカ、ラッコ、アザラシなど多様な海洋動物を見ることができます。今

年 12 回目を迎える当イベントでは、さまざまな催し物や展覧会が開かれ、観光客にもクジラの生態について

学ぶ機会が提供されます。3 月 2 日開催。ここセントラルコースト地域のモントレー湾では、夏の間もザト

ウクジラやシロナガスクジラがやってくるので、ホエールウォッチングが 1 年を通して楽しめます。 
 
 
 
「カリフォルニアは北から南まで格好のホエールウォッチング・スポットが散在しています。岬や海岸

からも遠望できますが、遊覧船なら海を行くその優雅な姿をもっと間近ご覧いただけるでしょう」（カリ

フォルニア州観光局、キャロリン・ベディータ局長のコメント） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜カリフォルニア州について＞ 

カリフォルニア州は、「ゴールデン・ステート（黄金の州）」と呼ばれるまさしく黄金のチャンスを与えてくれる州です。

カリフォルニアと言えば、不夜城を思わせる大都市、ショッピング、ハリウッドの映画スターで有名ですが、もちろん美

しい大自然、ビーチ、テーマパーク、砂漠、ワイン・果物など豊かな農産品が味わえることが出来、日本の皆様に最高に

フレンドリーで楽しい旅行体験を提供します。家族での旅行を考えている方、そしてアドベンチャースポーツをされる方

にとっては最高の旅行先といえるでしょう。カリフォルニア州のイベントや楽しみ方についての詳細は、公式ホームペー

ジ www.visitcalifornia.jp でご覧いただけます。 
 
 
 
 
 
 

～ 当リリースに関するお問合わせ先 ～ 

カリフォルニア州観光局 日本事務所 担当: 篠沢・元木 

TEL: 03-3352-6101 / FAX: 03-5363-1118 
E-mail:  california.japan@aviareps.com 
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